
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（大北地域） 

令和４年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 ものづくり人材育成地域連携推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

池田町 

（電話：0261-62-3127） 

事業区分 （６）オ・その他地域の特色及び個性を活かした産業振興並びに雇用拡大に資す

る事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  ６９４，８００円（うち支援金：５５５，０００円） 

 

①町内企業及び学校の訪問による 

研修・就職受け入れ協力依頼 

②生徒のスキルアップを目的とし

た IT研修の実施 

※自己評価【 Ｂ 】 

【理由】 

大北地域から安曇野市まで範囲を

広げ、多くの企業に訪問を行うこと

ができたが、断続的な新型コロナウ

イルス感染の発生などにより、予定

していた訪問を行うことができな

い場面も多かった。 

【企業訪問中の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

・コーディネーターが池田・松川・大町地区及び安曇野

市の企業を訪問し、研修の実施及び就職受入について

交渉を行った。 

・企業等訪問、通算１２０件、協力企業の増加、６件 

 

・町内高等教育専門学校を会場としたＩＴ講習を実施。 

・教育専門学校講師による、ＩＴ分野の社会情勢や、パ

ソコンによるプレゼンテーション用ソフトの使い方等

の実習を受けた。（４日間開催、参加者延べ 142名） 

・若者の地元就職や、就職におけるミスマッチングを減

らすため、地元学校側と協力企業の繋がりを強化する専

門家をコーディネーターとして配置し、学校・生徒・企

業間の調整及び地域住民との連携業務を進めた。 

・コーディネーターは池田工業高校に配置する。 

・企業が求める人材を育成するため、ＩＴ教育専門学校

と連携し、専門知識アップの研修を実施して、生徒達の

専門性を高めた。 

・県外講師を招いての講習会は、新型コロナウイルス感

染の影響を考慮して中止した。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

・主軸を大北、安曇野市から中信地区、または県全体に拡大し、コーディネーターによる企業、

学校訪問を重点的に実施するとともに、協力先企業の開拓を推進する。 

 


